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名古屋第４地方合同庁舎　完成
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　名古屋市三の丸官庁街のフロントにふさわしい、
真新しい名古屋第４地方合同庁舎が完成しました。
まずは、建設を担当された中部地方整備局や大成建
設の皆さま、愛知県、名古屋市、さらに建設計画に
関わった多くの皆さまに深くお礼を申し上げます。
　前身の名古屋農地事務局が改組され、年５月
に東海農政局が設立してから初めての引っ越しとな
ります。名を超える本局職員が、５月の連休明
けから新庁舎での業務を開始します。この記念すべ
き節目に立ち会えることに誇りを感じるとともに、
一昨年、四半世紀ぶりに大改正した新たな「食料・
農業・農村基本法」に基づき、東海地域の食料・農
業行政の責任機関として、精力的に業務を遂行する
所存です。
　また、これまでの単独庁舎による業務から、中部
経済産業局、中部地方整備局、中部地方環境事務所
をはじめとした国の機関の合同庁舎として、関係機
関の連携のもと、より効果的な行政サービスが提供
できるよう努めます。今後ともよろしくお願いいた
します。

　このたび、名古屋市三の丸で整備を進めて
おりました「名古屋第４地方合同庁舎」が竣
工いたしました。三の丸地区に新たな合同庁
舎が誕生するのは、年以来、約年ぶり
のことです。
　本事業では、名古屋城近くの官署を官公庁
施設の集積する三の丸地区に移転させ、また、
敷地の一部を広場として開放することで、ま
ちづくりに寄与するとともに、災害時には７
日間の業務継続が可能となる、高い防災性能
を有する庁舎を整備しました。
　さらに、生産性の向上を目指し、設計・施
工から維持管理までＢＩＭを活用する事業に
位置づけるとともに、環境面では、外部熱負
荷を最小限に抑えてZEB Ready庁舎を実現
しております。
　本庁舎が無事に竣工しましたことは、地域
の皆さまのご理解とご協力、並びに入居官署
の皆さま、本ＰＦＩ事業関係者各位のご尽力
とご協力の賜物であり、心より感謝申し上げ
ます。
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■事　　業　　名：名古屋第４地方合同庁舎整備等事業
■建　　設　　地：名古屋市中区三の丸２－６－２
■事　業　主　体：中部地方整備局、東海農政局
■Ｐ　Ｆ　Ｉ　事　　　業　　者　：名古屋ミノマール株式会社（ＳＰＣ）
■設　　　　　計：株式会社佐藤総合計画・大成建設株式会社
■監　　　　　理：株式会社佐藤総合計画
■施　　　　　工：大成建設株式会社中部支店
■維持管理・運営：株式会社東急コミュニティー
■敷　地　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　造　・　階　数：複合構造（柱：鉄筋コンクリート造、梁：

鉄骨造）・地下１階地上階
■工　事　期　間：年８月～年３月（解体等含む）
■入　居　官　署：東海農政局、中部経済産業局、中部近畿産

業保安監督部、中部地方整備局港湾空港関
係、中部地方環境事務所

　写真提供：佐藤総合計画（撮影・エスエス）、大成建設三の丸の森／森の前庭とえんがわ空間
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喫食スペース・行政情報プラザ

　名古屋第４地方合同庁舎は、『三の
丸地区のまち・人・自然を未来に〝む
すぶ〟』庁舎として、名古屋城郭内の
都市構造を尊重しながら、シビックコ
アゾーンとしての三の丸地区再編にお
ける、多様な環境を良好に導く先導的
な存在となる合同庁舎を目指した。
　広域防災拠点としての機能強化、分
散機能の集約による業務効率化、免震
構造とインフラバックアップを備え、
事業継続性を確保するとともに、名古
屋城のお堀の自然環境を最大限取り込
む凸型平面構成により、ウェルネスな
執務空間を整えた。
　三の丸官庁街と調和する端正で落ち
着きある外観、彫りの深い横連窓やリ
ズミカルなエアキャッチフィンにより
安心感や品格と共に環境配慮の表現も
併せ持たせた。また、本町通に面して
は、金シャチ横丁へと続き賑わいを受
け止めるイベント広場「本町門広場」を
整備、敷地三方を日常利用できるオー
プンスペースとする構成により、地区
の回遊性向上とウォーカブルなまちづ

くりに貢献する。
　環境面では高断熱外皮と汎用的な省
エネ技術の組み合わせによりZEB Re
adyを達成。また、豊かな外堀の生態
系と呼応し、レインガーデンのある〝
森の前庭／三の丸の森〟を設け、地域
へ開放している。建物低層部は間口全
体をＣＬＴ活用の開放的なエントラン
ス空間とし、幅ｍのえんがわ空間と
共に、庁舎内外が三の丸の森からお堀
の森へとつながる、自然・歴史が一体
となった都市環境を提供している。
　本庁舎が、歴史・環境・防災を統合
し、三の丸の未来を結ぶ新たな拠点と
なることを期待している。
　株式会社佐藤総合計画
　取締役　企画開発本部長　飛永　直樹
　東京オフィス
　チーフアーキテクト 　清水　芳昭
　主任担当 　　西内　修平

　大成建設株式会社一級建築士事務所
　建築設計第２部長 　杉江　大典
　シニア・アーキテクト 　各務　篤史


